
幕末明治の写真師列伝 第百四十四回 宮下欽 その六十二 

 

 

 

「弊舘創業以来三十三週年に付祝意を表する為め來 

る廿一日より十月三十一日迄定價の半額にて寫影 

仕り候間御來臨之程希望仕候 

                      名古屋市末廣町 宮下寫眞舘」 

 

 

 

 

 

 

明治36年（1903）9月20日『新愛知新聞』広告。これでは宮下写真館の住所は、「名古屋市末廣

町」とある。また、「弊舘創業以来三十三週年」とあることから、これを信じれば宮下写真館の創業

は明治3年（1870）頃になるが、それはありえない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交詢社編『日本紳士録 第9版』（交詢社、明治36

年）では、宮下欽の住所は、「寫眞業 末廣町五八」と

ある。所得税は八とある。 

 

 

明治37年（1904）12月7日、宮下欽は隠居する。

これより長男の宮下守雄（二代目・鈴木真一の門下）

が戸主となり、宮下写真館の二代目となる。 

 

 

 

（森重和雄） 


